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  〔 OAP要旨〕

変形性膝関節症のMRI画像で見られる
大腿骨輪郭不整の経年的変化 : 

Irregularity Index Systemを用いて計測した
Osteoarthritis Initiative （OAI）のデータを用いた

平均14か月のフォローアップ
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　【目的】変形性膝関節症（膝OA）の病期・進行度はレントゲン検査で評価されることが一般的
である。しかし，レントゲン所見が変化するには数年を要する。そのため詳細な病期の評価や介入
の効果を判定するバイオマーカーとしては鋭敏さに欠ける。一方MRIはより微細な変化をとらえ
ることが可能である。そこで本研究では膝OAが進行するに従い顕著となってくるMRI上の大腿
骨顆部輪郭の不整の経時的な変化を調べ， 1年程度の経過で生ずる変化を捉えることが可能である
かを検討した。また，病理組織学的に大腿骨顆部輪郭の不整の意義を検討した。
　【方法】対象は変形性膝関節症の画像ならびに臨床データのデータベースであるOsteoarthritis 
Initiative （OAI）から入手したデータである。このうち右膝のMRI画像と臨床的重症度の指標であ
るWestern Ontario and McMaster Universities Arthritis Index （WOMACスコア）を用いた。大
腿骨顆部輪郭の不整度は先行論文にて報告した専用のソフトウェア（Irregularity Index System）
を用いて数値化した。この数値の 1）WOMACスコアとの関係， 2）経年的変化， 3）WOMAC
スコアの経年的変化との関係を調べた。さらに人工膝関節置換術時に切除された大腿骨顆部の病理
組織標本を用い軟骨下骨部に形成される嚢包性変化の密度を測定し不整度との関係を調べた。
　【結果】横断的検討から不整度はWOMACスコアと相関していた。また，経年的な不整度の変化
とこの間のWOMACの変化量にも相関がみられた。組織学的検討からは不整度は軟骨下骨に形成
される嚢包性病変の密度の高さを反映するものであることが示唆された。
　【結語】大腿骨顆部輪郭の不整度はレントゲンでは変化をとらえることが不可能であると思われ
る14か月程度の期間でも膝OAが進行していく過程をとらえることが可能である。不整度は病理学
的変化を反映したバイオマーカーとなりえる。
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